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熱中症警戒アラートが発表された際の活動の取扱いについて 

 

平素は本校の教育活動にご理解・ご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

今年度より江東区立学校では、熱中症警戒アラートが発表された際の活動の取り扱いに

ついて、以下のようにいたします。（表 1 参照） 

・熱中症警戒アラートが発表された際の活動実施の可否につきましては、活動場所にて測定

した暑さ指数（WBGT）から、管理職が判断を行います。 

・熱中症警戒アラートが発表されていなくとも、暑さ指数（WBGT）に応じて活動の可否ついて

管理職が判断を行います。 

今後も、熱中症等による事故防止の徹底を図りながら教育活動を進めてまいりますので、

ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

【暑さ指数（WBGT）とは】 

 熱中症を予防することを目的とした指標です。気温と同じ℃で表しますが、その値は気温と

は異なります。単純に気温だけでなく、湿度や日差しの違いも考慮した指数となります。 

表１ 暑さ指数（WBGT）に応じた注意事項等 

        ※１ 暑さに弱い人：体力の低い人、肥満の人や暑さに慣れていない人など。 

 

【問い合わせ先】    

副校長 和田 総治 

電話 3641－2877 

暑さ指数（WBGT） 熱中症予防運動指針 

３１℃以上 運動は原則中止 

２８～３１℃ 

厳重警戒（激しい運動は中止） 

熱中症の危険性が高いので、激しい運動や持久走など体温が上昇し

やすい運動は避ける。１０分～２０分おきに休憩をとり水分・塩分補給

を行う。暑さに弱い人（※１）は運動を軽減または中止する。 

２５～２８℃ 

警戒（積極的に休憩） 

熱中症の危険度が増すので積極的に休憩を取り、適宜水分・塩分を

補給する。激しい運動では３０分おきくらいに休憩をとる。 

２１～２５℃ 

注意（積極的に水分補給） 

熱中症による死亡事故が発生する可能性がある。熱中症の兆候に注

意するとともに、運動の合間に積極的に水分・塩分を補給する。 


